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 「バレエ情報総合データベース」の設計と試作を行った．このデータベースを設計するにあたり，実演情報

を記述するための概念モデルとして，(興行-公演-演目)×(計画-遂行)モデルを提案した．このモデルは，

FRBR とオブジェクト指向 FRBR の規格を参考にして構築したものである．データベースは，実演情報

だけでなく，ダンス作品と音楽作品の情報，人物と団体の情報，印刷資料と視聴覚資料の情報も入

力できるように設計を行った． 
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We have designed and developed the database called "Ballet Information Integrated Database." 

Before designing the database, we created a conceptual model for performing arts which has two 
layers; (an event with programs – a program with performanes – a performance) and (planned – 
executed). This model was created with reference to the conceptual model of FRBR and object-
oriented FRBR. The database is designed to include not only performance information but also  
information of dance and musical works, persons and organizations, print and audio-visual materials. 
 

1 ．はじめに 

筆者らは日本におけるバレエ教育の環境を整
備することを目的として，多面的な調査・研究
を進めている[1]．その一環として，国内で上演
されたバレエ公演の冊子プログラム約 10,000 点
を収集済みであり，現在その記載内容のデータ
ベース化を進めている． 

しかし，冊子プログラムから得られる情報は，
現実の実演情報と必ずしも一致しないのみなら
ず，ダンサーや作品の情報は，冊子プログラム
とは別の情報源から収集しなければならない．
また，バレエと他のダンス（特に現代舞踊）と
の境界は溶融していることに加えて，バレエと
他の舞台芸術（音楽，演劇，オペラ等）も領域
が重なり合っている．以上の理由により，バレ
エのためのデータベースを構築するには，広く
舞台芸術全般を対象として，多様な情報源から
関連情報を網羅的に集めなければならない． 

一方，情報組織化は，記録情報源について図
書館情報学の分野を中心にした研究の蓄積があ
り，さらに国際的な標準化が進んでいる．とこ

ろが舞台芸術情報については，(1)実演は非記録
情報であり，その場で消えてしまう，(2)きわめ
て多様なタイプの情報が複雑に結合していると
いう特徴ゆえに，標準化はおろか基本的な研究
も十分に行われていない． 

そこで本研究では，図書館情報学の研究動向
を踏まえ，バレエの実演情報を中心として多様
な実演情報を記述するための概念モデルを提案
する．さらに，この概念モデルを用いて設計，
試作を行った「バレエ情報総合データベース」
について報告する． 

2．先行研究 

2.1 情報組織化の研究動向 
情報源のデジタル化，ネットワーク化は，情

報組織化の手法に本質的な変革をもたらした[2]．
伝統的に印刷資料を対象としていた図書館情報
学は，1970 年代以降，まず視聴覚資料に代表さ
れる非印刷資料の組織化について研究を進め，
1990 年代以降，さらにネットワーク情報資源の
組織化について研究を進めている．とりわけこ
の 10 年間は，多様な記録情報源を対象として 2
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次情報を統一的に記述するためのメタデータと，
コンピュータ上での知識表現を目的として概念
と概念間の関係とを体系的に記述するためのオ
ントロジーについて，国際的な標準化と規格策
定の議論が活発化している[3][4]． 

とりわけ，図書館界に限らずデータベース産
業，知識流通産業の全般に大きな影響を与えて
いるメタデータ関連の規格に次の 3 つがある． 

(1) FRBR [5] (Functional Requirements for 
  Bibliographic Records) 
(2) Dublin Core [6] 
(3) RDF [7] (Resource Description Frame- 
  work) 
それぞれ(1)は概念モデル構築，(2)はデータ

項目定義，(3)はエンコーディング方式に関わる
規格である．近年は，FRBR と RDF を中心として，
様々な領域での実用化が進められている[3]． 

 
2.2 オブジェクト指向 FRBR 

オブジェクト指向 FRBR (Object-oriented 
FRBR. 以下 FRBRoo)[8]は，国際図書館連盟 
(IFLA)と，国際博物館連盟 (ICOM) の国際ドキ
ュメンテーション委員会 (CIDOC) とが協力して
策定した規格である． 

FRBRoo は，IFLA が開発した FRBR と，CIDOC
が開発した CRM (Conceptual Reference Model; 
概念参照モデル)[9]を統合したもので，FRBR の
Entity を CIDOC CRM の Class にマッピングする
ことを目的として作成された．第 1.0 版は 2009
年 6 月に公開されている． 

FRBR と FRBRoo は，いずれも基本的には記録
情報源（資料）を対象として開発された規格で
ある．しかし，理論上は非記録情報をも考慮し
た規格となっているため，不十分ながら実演情
報を対象とする記述が可能である[10]．とりわ
け実演情報の情報組織化に関しては，FRBRoo が
有力視されている [11]． 

 

3．実演情報の概念モデル 

3.1 FRBR，FRBRoo における実演の位置付け 
まず FRBR における実演(performance)の位置

付けを確認する． 
FRBR は実体-関係 (E-R) モデルを用いており，

その実体は 3 つのグループから構成されている．
第 1 グループは知的・芸術的活動の所産として
の実体群で，著作(work)，表現形(expression)，
体現形(manifestation)，個別資料(item)の 4 階
層が識別されている．第 2 グループは知的・芸
術的活動の所産に責任をもつ実体群で，個人や
団体が相当する．第 3 グループは知的・芸術的
活動の主題としての実体群で，概念，物，出来
事，場所などが相当する． 
FRBR の規格に明記はされていないが，実演そ

のものは第 1 グループの実体である．本質的に

実演は物理的実体を伴った記録物ではないので，
体現形と個別資料の階層は存在しない．もちろ
ん実演を事前に計画するにあたっての台本や楽
譜，実演を記録したときの写真や映像資料は物
理的実体を伴うので，4 階層すべてを考えるこ
とができる． 
次に FRBRoo での実演の位置付けを確認する． 
FRBRoo の規格には，実演に関わる実体とクラ

スが明記されている．FRBRoo に記載されている
実演に関わる 3 つの実体と 3 つの関係，および
その識別番号は次の通りである． 
  F20 Performance Work（実演作品） 
  F25 Performance Plan（実演計画） 
  F31 Performance（実演） 
  R12 is realised in（実現する） 
  R14 incorporates（組み込む） 
  R25 performed（実演された） 
このうち R12 と R14 以外は実演に特化した概

念である．図 1 は，これらの実体-関係モデルを
用いて実演作品，実演計画，実演の関係を示し
た例である（音楽との関係も例示した）． 
 
  F20 P. Bausch 振付の舞踊作品『春の祭典』 

   ↓R12            ↓R14 

  F25 P. Bausch『春の祭典』  (F22 I. Stravinsky 

   の 1975 年の振付指導     の作曲) 

      ↓R25 

  F31 P. Bausch『春の祭典』の 

   ヴッパタール舞踊団による 

   1995 年 7 月 7 日の実演 

図 1：FRBRoo による記述例 

 

3.2 (興行-公演-演目)×(計画-遂行)モデル 
バレエを中心にして，舞台芸術が実際にどの

ような形態で上演されているかを，収集した冊
子プログラムと，筆者らの数十年にわたる観劇
体験に基づいて，詳細に分析した． 
その結果，(1)FRBR が第 1 実体群について提

案している著作-表現形の 2 階層では実演を十分
に記述できないこと，(2)FRBRoo の「実演作品-
実演計画-実演」という 3 階層が，実際の上演形
態を記述するのに有効なことが明らかとなった． 
そこで本研究では，FRBRoo の概念モデルをさ

らに洗練し，「計画-遂行」と「興行-公演-演
目」の 2 重階層で構成される概念モデルを実演
を対象とした情報組織化手法として提案する． 
まず「計画-遂行」の階層は，計画された実演

と，舞台上で現実に遂行された実演を識別する
もので，FRBRoo の「実演計画-実演」に対応し
ている．舞台芸術では事前に予定された作品や
出演者が変更になることは珍しくない．冊子プ
ログラムのような記録情報源では計画情報しか
判明しないことが多いため，実演情報の正確な
記録のために，この識別は必須である． 
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次に「興行-公演-演目」の階層は，複数日に
またがる一連のイベントとしての興行，時間的
に連続したひとつながりの上演プログラムとし
ての公演，公演を構成する作品単位としての演
目を識別している．FRBRoo では，この階層につ
いて言及していないが，興行と公演の多重度
（連結度）は(1, 1..n)であり，公演と演目の多
重度は(1..n, 1..n)である．例えばバレエの場
合，1 興行・1 公演・1 演目の場合もあるが，1
興行・多公演・多演目のパターンも多い． 
さらに，冊子プログラムは，実際には公演で

はなく興行の階層に対応して制作されるのが一
般的である．以上より，実演情報の正確な記録
のためには，「興行-公演-演目」の 3 階層の識
別が必須である． 
以上より，実演情報は，基本的には｛興行-計

画，興行-遂行，公演-計画，公演-遂行，演目-
計画，演目-遂行｝という 6 つの実体に関する情
報と考えることができる． 
FRBR の概念モデルに照らせば，演目-計画は

著作に対応している．興行，公演-計画は表現形
に対応させられるが，実体第 3 グループと考え
ることもできる．公演-遂行，演目-遂行は，表
現形に対応している． 
図 2 に，公演の当日に演目変更と配役変更が

あった場合の架空の例を示した． 
 
 興行-計画:××バレエ団東京公演 

 興行-遂行:（同上） 

  公演-計画: 2011 年 12 月 10 日 A プロ 

        18 時開演，東京文化会館 

  公演-遂行:（同上） 

   演目-計画:『白鳥の湖』より第 2 幕「白鳥の 

        パ・ド・ドゥ」 ○山○子（オデット 

        役）, △田△夫(王子役) 

   演目-遂行:『白鳥の湖』より第 3 幕「黒鳥の 

        パ・ド・ドゥ」 ○山○子（オディー 

        ル役）, □川□介(王子役) 

図 2：提案モデルによる記述例 

 

4．バレエ情報総合データベース 

4.1 実演情報の公開データベース 
舞台芸術の実演情報は，1 次情報（演奏音声，

舞台映像等）であれ 2 次情報（メタデータ等）
であれ，特定個人や団体が個別に記録している
ことはあっても，ある程度の網羅性と継続性で
蓄積し，データベースとして公開している事例
は少ない． 
2 次情報に限れば，国内では日本俳優協会の

「歌舞伎公演データベース」[12]が先駆的であ
るが，歌舞伎に特化している点で汎用性は乏し
い．東京文化会館の「東京文化会館アーカイ
ブ」も 50 年間の情報を蓄積している大規模なも
のだが，収録は同会館の公演に限定されている． 

一方海外においては，Internet Broadway 
Database[14]がブロードウェイの演劇公演を，
BroadwayWorld International Database[15]が
英米のミュージカル情報を大規模に蓄積し，公
開している． 
しかし，バレエ公演に関しては，国内にも海

外にも，ある程度の網羅性と継続性で蓄積し，
データベースとして公開しているものが存在し
ない．本研究で公開を目指している「バレエ情
報総合データベース」は，(1)国内のバレエ公演
を上演団体，会場を問わず収録する，(2)公演と
作品に関連する多様な 2 次情報を，記録情報源
と非記録情報のどちらも広範に収録するという
点で独創的である． 

 

4.2 作品の構成要素 
「バレエ情報総合データベース」の設計のた

めに，まずバレエ作品の構成要素を網羅的に検
討した． 
基本的に，バレエ作品の構成要素は，ダンス

的要素，演劇的要素，音楽的要素の 3 つに分類
できる．3.2 で提案した概念モデルの「計画-遂
行」の 2 階層にあてはめれば，ダンス的要素は
「振付-演舞」，演劇的要素は「狭義の演出-演
技」，音楽的要素は「楽曲-演奏」が対応する．
広義の演出には，照明，音響，美術，衣裳，化
粧等が含まれるが，これらは広く演劇的要素に
含めることができる． 
表 1 に，以上をまとめて示した。 
 

表 1：バレエ作品の構成要素 

 計画 遂行 

ダンス的要素 振付 演舞 

狭義の演出 演技 
演劇的要素 

照明，音響，美術，衣裳，化粧等 

音楽的要素 楽曲 演奏 

 
 
4.3 収録データ 
バレエ情報総合データベースは，実演情報

（非記録情報）のみでなく，各種の記録情報源
も収録対象にできるように汎用性の高い設計を
行った．ただし，入力作業はまず冊子プログラ
ムを情報源として行うので，最初から入力でき
る情報は限定されている． 
汎用性の高い設計を行うため，収録対象を，

(A)実演系情報，(B)作品系情報，(C)人物・団体
系情報，(D)資料系情報の 4 系列に整理した．こ
の 4 系列は相互にリンク付けされる． 
(A)実演系情報は，3.2 で述べたモデルにおけ

る，興行，公演，演目それ自体についての情報
である．冊子プログラムを情報源としてデータ
入力を始めるので，まず計画と遂行が一致して
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いる仮定で入力し，演目変更や配役変更など計
画と遂行の不一致が判明すればフラグを立て，
情報を追加することにした．なおデータベース
管理画面では，興行は「イベント」と表記した． 
図 3 は，イベント情報と公演情報の入力項目

一覧である． 
 
 イベント情報 

 ｛イベント名，原語イベント名， 

  開催日程（開始年月日，終了年月日）， 

  主催団体，関連団体（共催団体，後援団体， 

  協力団体，協賛団体）， 

  助成金・補助金｝ 

 

 公演情報 

 ｛イベント名，公演名，原語公演名， 

  上演団体，会場，公演年月日，開演時刻， 

  演目変更フラグ，ダンサー変更フラグ｝ 

図 3：イベント情報，公演情報の入力項目 

 
(B)作品系情報は「演目-計画」に関する情報

である．4.2 で述べたダンス的要素，演劇的要
素，音楽的要素が含まれるが，データ入力は，
振付作品，音楽作品の 2 種類から始めた．将来
的には照明，美術，衣裳なども入力する． 
(C)人物・団体系情報は，FRBR の第 2 実体群

についての情報で，4.2 で述べた構成要素それ
ぞれに対応している．振付に振付者，演舞・演
技にダンサーやバレエ団，演出に演出者や公演
スタッフ，楽曲に作曲者や編曲者，演奏に演奏
家，オーケストラ，指揮者等の情報をリンク付
けることができる． 
データ入力は，人物名と団体名のみから始め

たが，将来的には人物の性別，生年月日，所属
や，団体の住所，連絡先などの情報も入力する． 
(D)資料系情報は各種の記録情報源についての

情報である．本研究では冊子プログラムを優先
的な情報源とするが，それ以外に，新聞・雑誌
記事，論文，書籍など印刷資料，音楽 CD など音
声資料，舞台写真など画像資料，DVD など映像
資料が含まれる． 
最初のデータ入力では，冊子プログラムのみ

を資料系情報の収録対象とした．図 4 は，冊子
プログラム情報の入力項目一覧である． 
 
 冊子プログラム情報 

 ｛冊子タイトル，原語冊子タイトル，発行者， 

  発行年月日，発行年月日未記載フラグ 

  冊子形態［1 枚｜リーフレット｜パンフレット］ 

  ページ数，表紙カラー，本体カラー， 

  別添資料フラグ｝ 

図 4：冊子プログラム情報の入力項目 

 

4.4 データベース管理システムの試作 
収集済みの国内で上演されたバレエ・ダンス

冊子プログラム約 10,000 点を情報源としてデー
タ入力を行うために，「バレエ情報総合データ
ベース管理システム」を試作した．インタフェ
ースにウェブブラウザを用い，ネットワークを
介して同時に多人数が入力・管理作業を行える
ようにした． 

図 5 は，演目情報の入力・管理画面の例であ
る．また図 6 には，バレエ情報総合データベー
ス管理システムで表示されるすべての管理画面
の遷移図を示した． 

 

 
図 5：演目情報の入力・管理画面 

 

管理システムの開発にあたっては，第 1 に，
入力のしやすさを考慮して(A)実演系情報と(B)
作品系情報を別の管理画面で行えるようにした．
具体的には，図 6 に示した通り，（イベント-公
演-演目）情報を入力するグループと，振付作品
情報，音楽作品情報をそれぞれ入力するグルー
プに，管理画面群は 3 分割されている． 
第 2 に，入力の効率を上げるため様々な工夫

を行った．例えば，イベント名，公演名，冊子
プログラムのタイトルは同一の場合が多いので
コピーできるようにしたり，多くの入力項目で
は前方一致で入力候補を表示するアシスト機能
を設けた．年月日を入力する項目には，万年カ
レンダーを用意した． 

現在，百数十点の冊子プログラムを情報源と
したデータを入力済みで，システムの改良点の
洗い出しを進めている．また，並行してデータ
入力マニュアルを作成中である． 

また，この管理システムに対応する「バレエ
情報総合データベース検索システム」も設計中
である．検索システムの方は，将来的に一般公
開を予定している． 
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図 6：全管理画面の遷移図 
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5．まとめ 

バレエ情報総合データベースを開発するため
に，FRBR，FRBRoo の概念モデルを参考にして，
非記録情報である実演情報を記述するための概
念モデルとして，(興行-公演-演目)×(計画-遂
行)モデルを提案した． 
また，バレエ作品の構成要素を網羅的に列挙

した上で，実演情報のみでなく，作品，人物・
団体，資料についてもバレエに関する情報も広
く収録対象にできるように，汎用性の高いデー
タベースの設計を行った． 
現在，バレエ情報総合データベース管理シス

テムを試作し，百数十点の冊子プログラムを情
報源としたデータを入力済みである．また，バ
レエ情報総合データベース検索システムも設計
中である． 

本研究には課題も多い．第 1 に，(興行-公演-
演目)×(計画-遂行)モデルの有効性を検証しな
ければならない． 
このモデルの有効性は，百数十点の冊子プロ

グラムを情報源としてデータを問題なく入力で
きたことから，ある程度は証明されたと考えて
いる．しかし，モデルの有効性を客観的に論証
するには，評価実験が必要である．数千点の冊
子プログラムの情報を入力した段階で，バレエ
情報総合データベース検索システムを用いて，
舞踊学研究者，舞踊評論家，バレエ団関係者な
どを被験者とする実験を行う予定である． 
第 2 に，管理／検索システムのユーザインタ

フェースを評価しなければならない．検索シス
テムの評価については，(興行-公演-演目)×(計
画-遂行)モデルの有効性を評価する実験に合わ
せて行う予定である． 

第 3 に，冊子プログラムのみでなく，その他
の情報源を用いて作品，人物・団体，資料の情
報を入力，蓄積するために，管理／検索システ
ムの機能拡張を行わなければならない．これに
ついても準備を進めている． 
近い将来，バレエ情報総合データベースの収

録件数が一定の規模に達し，管理／検索システ
ムのユーザインタフェースが十分な水準である
と確認できたた段階で，本データベース検索シ
ステムを一般公開する予定である． 
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